























































































































































































































































































































































































と思う 10 0 0 0 10 0 0 0
 2.ボールを使った遊び（運動）が好きである 6 3 1 0 8 2 0 0
 3.ボールを使った遊び（運動）は楽しいと思う 8 2 0 0 9 1 0 0
 4.ボールを使った遊び（運動）は苦手である 0 4 3 3 0 4 3 3
 5.ボールを使った遊び（運動）の指導に自信がある 0 3 4 3 0 4 6 0
 6. ボールを使った遊び（運動）の魅力を子どもに伝える
ことに自信がある 1 4 5 0 1 6 3 0
 7.投げる時の体の使い方を理解している 0 2 6 2 3 4 3 0
 8.ボールを上手く投げるためのコツを理解している 0 2 7 1 3 5 2 0
 9.ボールを投げることが得意である 0 5 3 2 3 2 5 0





















A B C D E F G H I J
 1. ボールを使った遊び（運動）は子どもにとって大切だ
と思う 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 2.ボールを使った遊び（運動）が好きである 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
 3.ボールを使った遊び（運動）は楽しいと思う 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
 4.ボールを使った遊び（運動）は苦手である（逆転項目） 0 0 0 0 1 1 -1 -1 0 0
 5.ボールを使った遊び（運動）の指導に自信がある 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
 6. ボールを使った遊び（運動）の魅力を子どもに伝える
ことに自信がある 2 1 -1 -1 1 0 0 0 0 0
 7.投げる時の体の使い方を理解している 1 1 0 1 1 1 2 0 0 3
 8.ボールを上手く投げるためのコツを理解している 1 1 0 2 1 1 2 0 0 2
 9.ボールを投げることが得意である 2 1 0 1 -1 0 1 0 0 1
10.ボール投げの指導に自信がある 1 0 2 1 0 0 2 0 0 1
表内の数値は事前と事後の得点の差を示す。 向上 低下
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みられた学生は企画した活動の改善点として「上手にできる子とできない
子で差があった。」、「年中児には（製作が）少し難しかったように思います。
お父さんにもあまり得意ではない方もいたので、もう少しサポートするべ
きだったと思います。」という記述があり、多様な子どもに対応した活動
設定の難しさを実感したことが、自信の低下に影響した可能性がある。こ
のようなケースはあったものの、全体としては、投げることに関する教育
プログラムと運動遊びの企画・実践を通して、学生の「ボールを使った遊
び（運動）」に対する意識や指導に対する自信などが向上する傾向であっ
たことが示唆された。
Ⅳ．まとめと今後の展望
　本研究では、主に体育科と理科の連携を中心とした「投げる」ことに関
連する教育プログラムを受講した本学初等教育学科に所属する女子大学生
が、地域連携活動の一環として親子の運動遊びを企画・実践した際の学生
の学びとその効果の検証を試みた。
　その結果、今回の教育プログラムと運動遊びの企画・実践を通して、①
幼児から小学校低学年の子どもと保護者が楽しみながら「投げる」経験が
できる活動内容についての理解を深められたこと、②子どもの投げる力の
現状や体の使い方などを観察する力を養えたこと、③運動遊びを実施する
上での安全面の配慮や仲間との協働について学ぶ機会となったことなど一
定の成果があったことがうかがえた。また、運動遊びの実践後に、「ボー
ルを使った遊び（運動）」に対する意識や指導への自信が高まる傾向が見
られたことから、このような教科横断型の教育プログラムを受講したり、
そこで学んだ経験を地域連携事業などで実際に活かしたりする経験を重ね
ていくことで、学生がコンピテンシーを発揮し、自己効力感の向上にも繋
がる可能性があると考えられた。
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　本研究での成果を踏まえ、今後は小学校教諭を目指す児童教育コースの
学生を対象とした教育プログラムの立案も行う予定である。
付記
　本研究においては共同研究チームによる協議を経て論文を執筆しているため、章ごと
の分担執筆ではない。担当責任箇所は以下の通りである。石沢順子（全体構成、分析、
考察統括）、宮下孝広（地域連携活動との関連）、大貫麻美（理科と連携した教育プログ
ラムの実践・分析）、椎橋げんき（造形活動に関する考察）
注記：
　本研究は一部、科研費No. 17H01982（研究代表：大貫麻美）による助成を受けている。
また、人間総合学部エデュテイメント大学の実施にあたっては学内の教育プログラムの
推進助成を受けている。
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　「からだであそぼう！親子で楽しむ遊び」にご参加いただいた地域の皆
様に心より御礼申し上げます。また、本活動の実施にご協力いただいた本
学初等教育学科目良秋子教授、ならびに人間総合学部エデュテイメント大
学の運営スタッフの皆様にも謝意を表します。
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